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What do they thank whom for ?
― Answers from college students and parents ―
Shinji SATAKE
Abstract :  A hundred college students (10 males and 90 females) and their parents (41 
fathers and 59 mothers) listed three events and the acceptors of their thanks.  Contents of 
the 300 responses from the students and those from the parents were divided into 35 catego-
ries, and semantically classified into two large categories "support" and "satisfaction".  The 
mean responses to 15 categories of thankfulness for "support" were 18.3 among students, 
and 11.1 among parents, showing the tendency that students responded more to thankful-
ness for "support" than parents did.  On the other hand, the mean responses to 20 categories 
of thankfulness for "satisfaction" were 1.3 among students, and 6.7 among parents, show-
ing that parents responded more to thankfulness for "satisfaction" than students did.  There 
was a clear distinction between the acceptors of the thanks from the students and those 
from the parents.  The acceptors were mainly "friends", "teachers" and so on for students, 
whereas mostly "family" for parents.  The mean ages when students thanked did not vary 
with categories of thankfulness, but those of parents varied from the past up to the present 
with categories.
Key Words :  thankfulness, support, satisfaction, college students, parents
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人 の 存 在：特定の人物が存在してくれること（生まれてくれたこと，
成長してくれたこと，出逢えたことなどをも含む）。










安 定 生 活：家計が支えられ，特に不自由なく，安定した生活ができる
こと。







遊 び 相 手：遊び相手になったり，行楽に連れて行ったりしてくれるこ
と。
人 の 労 働：人の社会的労働が自分や周囲の人に恩恵をもたらしてく
れること。













































































































































































育」 （41）， 「相談」 （36），「物品提供」 （18）， 「助言」 （11）
であり，すべてが「支援系」感謝であった。一方，
親では「援助」 （42），「励まし」 （36），「人の存在」 （27），
「養育」 （16），「人の健康」 （15），「仕事」 （15），「家





偏差 24.6），親で 11.1（標準偏差 12.2）であり，学
生の方が親よりも多くの「支援系」感謝について
回答する傾向がうかがわれた（ t =1.78, df = 14, 
p<.1）。一方，「充実系」感謝 20項目における学生
と親の回答数の平均をみると，学生で 1.3（標準偏
差 2.1），親で 6.7（標準偏差 6.8）であり，親の方
が学生よりも多くの「充実系」感謝について回答
していた（ t = － 4.1, df = 19, p <.001）。
３．感謝の相手
　学生または親において 15個以上の回答数が
















ぞく」 （42）（「親」 （31），「父」 （3），「母」 （5），「家族」
（3））が多く，なかでも「親」が多くを占めていた。
「友達」 （7）は多くはなかった。一方，親の回答の「援
助」 （42）の感謝の相手も「かぞく」 （20）（「親」 （3），






















































族」 （4），「配偶者」 （2），「子ども」 （3）などであった。
　学生の回答には「仕事」の感謝は 0個であった。
一方，親の回答の「仕事」 （15）の感謝の相手は
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　大学生 100名（男 10名，女 90名）とその親 100名（父 41名，母 59名）に対し，
アンケートの形式で，最近「感謝に思っていること」と「その感謝の相手」ならび
に「そのときの年齢」を 3件ずつ記載してもらった。学生の回答 300個と親の回答
300個の内容を 35項目に分類し，さらにそれらを意味的に「支援系」と「充実系」
に分類した。「支援系」感謝 15項目における回答数の平均は，学生で 18.3，親で
11.1であり，学生の方が親よりも多くの「支援系」感謝について回答する傾向がう
かがわれた。一方，「充実系」感謝 20項目における回答数の平均は，学生で 1.3，親
で 6.7であり，親の方が学生よりも多くの「充実系」感謝について回答していた。
同じ感謝の内容でも，その相手については，学生と親とで大きく異なり，学生では「友
達」，「先生」などが含まれるのに対して，親ではほとんどが「家族」であった。そ
の内容を感謝した年齢の平均は，学生においては，感謝の内容の種類によってばら
つきが少ないが，親においては，感謝の内容の種類によって過去から現在まで広い
幅があることが示された。
　キーワード：感謝，支援系，充実系，大学生，親
